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2015 年度  事業報告書 

 

法人の名称 特定非営利活動法人藤沢市市民活動推進連絡会 

 

１ 事業の総括 

 

2015年度は、市民活動団体によるまちの活性化事業を進めるため、以下に挙げる支援

事業を重点的に展開しました。 

 

(１)市民活動の発展と継続の為の各種支援策を実施する。 

  従前の研修事業、マッチング事業に加え、財政的な支援策として始めたクラウド

ファンディング事業が本格的に動き出しました。年度内に開設した6プロジェクト

はすべて目標達成し、大きな成果の後押しとなりました。（4ページ参照） 

 

(２)社会貢献活動への市民意識の向上を図る。 

  本年度は高校生や大学生といった若者への意識向上に向けた事業を活発に実施

しました。特に、藤沢市まちづくりパートナーシップ事業提案制度での「高校生の

シチズンシップ事業」、（公財）トヨタ財団のイニシアティブプログラムの「イン

ターンシップ事業」によって、地域の若者の市民意識の向上が図れました。また、

生涯学習の一環ではありましたが、「地域デビュー研修」、課題解決ワークショッ

プを中心とした「ゼミナール研修」、地区内で活躍する市民のための「養成研修」

などによる壮年層向けの事業も従前通り実施しています。 （13ページ参照） 

 

(３)社会貢献活動の社会的な評価に関しての研究と調査を実施する。 

  本年度の活動は、評価事例の収集と研修等への参加と実践を行いました。実践は、

一昨年度ノウハウ移転を受けた、（公財）パブリックリソース財団の組織診断ツー

ルを活用した組織診断結果を分析し、団体の運営に関するアドバイスをしました。

評価の視点は、自己評価として組織診断シートの設問の中と、データの分析の過程

で活用しました。引き続き研究を重ね、事業化していきたいと考えています。 

 （3ページ参照） 

 

 本年度は定款変更を行い、第 3 条（目的）、第 4 条（特定非営利活動の種類）、第 5 条（事

業）の変更を行いました。 
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 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の復興に向け、翌 3 月 12 日より復興支援事業

を 5年にわたり実施してまいりました。被災地での課題は「地域にあった元々の課題が震災

を機に表出した」ともいわれ、現在の被災地での取り組みは、日本全体の将来にわたる課題

の解決に向け、学ぶべきところが多くありました。これを受け、改めて定款や事業内容等を

見直すこととなりました。 

 

弊会の活動の目的は、市民がいきいきと過ごすことのできる街を創ることにあり、その目

的を達成するため様々な市民の動きを支援しています。会の発足からまもなく 20 年を迎え

ます。この間に特定非営利活動促進法（NPO 法）の改正に伴う若干の定款改定は実施してま

いりましたが、本年度改めて、抜本的な改定を致しました。 

市民の活躍が期待される時代が続く中、弊会の事業も今後ますます多様化していくもの

と思われ、柔軟な動きに対応できる定款となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本事業報告書では、各団体の法人格は、略称で表記しています。 

 

 (NPO法人) ------ 特定非営利活動法人 

 (認定NPO法人)--- 認定特定非営利活動法人 

 (公財) --------- 公益財団法人 

 (一社) --------- 一般社団法人 

 (株) ----------- 株式会社 

 (有) ----------- 有限会社 
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２ 事業の内容 

 

（１）市民活動団体等の組織運営および活動支援に関する事業 

 

ア 市民活動団体等への団体交流の場の提供 

 「NPO交流サロン」や「クリスマス交流会」、「かながわイーパーツリユースPC寄贈プロ

グラム（後述）」における寄贈式等、交流の場を計5回開催し、市民活動団体同士、また他

セクターとのつながりを推進した。 

 

①日時     年間 

②場所     藤沢市市民活動推進センター、秋葉台公園、フジサワ名店ビル、 

        深沢高等学校、（株）有隣堂トレアージュ白旗店 

③従事者人員  5名 

④受益対象者  市民活動団体関係者・興味のある市民 

 

イ 市民活動団体等の活動における共通の課題についての研修会の開催 

 市民活動団体の活動における共通の課題について、通年実施している活動支援関連講座

（NPO マネジメント講座）を 12 回、PC 関連講座（IT サポート講座）を 11 回実施した。そ

の他、特別講座としてマイナンバー導入に関する講座を 3 回、出張講座「はじめの一歩講

座」を 2施設で実施した。 

 

①日時     年間 

②場所     藤沢市市民活動推進センター、善行市民センター、 

        NPO法人湘南栄養指導センター事務所 

③従事者人員  3名 

④受益対象者  市民活動団体関係者・興味のある市民 

 

ウ 地域版組織診断システムの運用 

 本年度は「NPO 法人ピープウ・ラボ（横浜市）」の組織基盤強化に向けた組織診断と課題

解決への取り組みを支援した。組織運営に係る問題点を掘り下げ課題を共有した後、ビジョ

ン・ミッションを確認し、団体が目指す事業活動（中期計画）、次年度事業計画の策定に向

けた考え方を講座研修等も含めて実施した。 

 

①日時     年間随時 

②場所     NPO法人ピープウ・ラボ事務所 

        藤沢市市民活動推進センター 
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③従事者人員  2名 

④受益対象者  NPO法人ピープウ・ラボ関係者及び市民活動団体関係者 

 

エ 市民活動団体等への財政支援による組織基盤強化事業 

 市民活動の財政的支援を目的に、購入型クラウドファンディングサイト「FAAVO湘南」の

運営を行い、延べ 6案件を公開・成立させ、約 594万円の資金調達を支援した。また、平成

28 年度以降に実施予定である市民活動基金の設置に関する事業「藤沢キフサイト（仮称）」

公開へ向けての準備を整えた。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     支援団体の活動場所および事務所 

③従事者人員  4名 

④受益対象者  市民活動団体関係者、またその支援者、関心のある市民 

 

参考：FAAVO湘南支援プロジェクト内訳 

起案者 支援金額 達成率 支援者数 開始日 期限 

NPO 法人帆船やまゆり保存会 ¥890,000 111% 52 人 2016/1/12 2016/2/29 

NPO 法人 REDS 湘南 ¥3,023,000 100% 62 人 2015/9/25 2015/10/24 

ジオ神奈川 ¥641,000 106% 92 人 2015/10/10 2015/12/10 

ワークショップラボ湘南 ¥269,000 149% 33 人 2015/7/7 2015/8/31 

NPO 法人 Music of Mind ¥819,000 102% 121 人 2015/5/20 2015/7/20 

戸高 寛（市民） ¥297,000 140% 60 人 2015/4/12 2015/5/12 

 

オ SAVE JAPANプロジェクト(希少生物保護活動団体支援プロジェクト) 

「損保ジャパン日本興亜（株）（東京都）」と「（認定NPO法人日本NPOセンター（東京

都）」との協働事業における、神奈川地区実施事業「野生めだかの里・小田原を守ろう！

生態系再生プロジェクト」の協働団体として、「めだかサポーターの会（小田原市）」及

び協力団体である「NPO法人市民活動を支える会（小田原市）」をサポートしました。メダ

カが越冬できるビオトープの造成と、天敵であるザリガニの駆除等のイベントを計2回実

施しました。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     支援団体の活動場所および事務所 

③従事者人員  2名 

④受益対象者  公益的な市民活動を行っている団体と参加市民（204名） 
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カ 市民活動団体等への物品等の寄贈による活動支援事業 

 市民活動団体への情報化支援及び市民活動団体を支援する組織の支援力向上を目的に、

「認定 NPO法人イーパーツ（東京都）」と県内 NPO支援センター（※）が協力し、リユース

PC 寄贈プログラムを実施。弊会は、神奈川プログラム運営事務局として各組織との調整等

を行った。募集：年間 1回、寄贈 PC数 28 台、寄贈団体 21 台、寄贈式＆講習会 1回 

 

①日時     年間 

②場所     藤沢市内会議室他 

③従事者人員  3名 

④受益対象者  市民活動を行っている者・市民活動支援に興味のある者 

 

参考：プログラムに参加しているNPO支援センター一覧（参加順） 

藤沢市市民活動推進センター、ちがさき市民活動サポートセンター 

おだわら市民交流センターUMECO、大和市民活動センター 

座間市民活動サポートセンター、ひらつか市民活動センター 

市民活動センターあやせ、さがみはら市民活動サポートセンター 

鎌倉市市民活動センター、逗子文化プラザ市民交流センター 

 

キ 災害復興活動団体支援事業 

 募金活動や市内各種イベント内での被災地製作グッズ等の頒布を通じて支援金をお預か

りし、その資金を元に 23 台（※1）の PC を整備・再生を行った。 

また、藤沢市民まつりや推進センターのクリスマス交流会等のイベントに出店し、東北物

産市を開催。東北の食品や雑貨の販売（※2）を通じた被災地支援を実施。2015 年 12 月以

降、レンタルボックス「おはこ」（藤沢本町）と（株）有隣堂トレアージュ白旗店の 2か所

での委託販売を開始した。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     レンタルボックス「おはこ」、（株）有隣堂トレアージュ白旗店、 

        ゆくり庵、藤沢市市民活動推進センター、各イベント会場 

③従事者人員  4名 

④受益対象者  復興支援事業に興味があり、公益的な市民活動を行っている又は興

味のある団体（※）と個人 

 

※1：寄贈団体（6団体） 

・認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ 

・NPO法人かながわ311ネットワーク 
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・NPO法人Synapse40 

・NPO法人福島就労支援センター 

・NPO法人ボランティアインフォ 

・NPO法人みやぎ子ども養育支援の会 

 

※2：取引先団体一覧 

・（有）コンテナおおあみ・（株）ガールズライフラボ・たみこの海パック・まゆ工房彩 

・（一社）BIG UP 石巻・（一社）re:terra・（一社）石巻元気復興センター 

・（一社）つむぎや・NPO 法人ガーネットみやぎ・NPO 法人石巻復興支援ネットワーク 

・NPO 法人応援のしっぽ 

 

ク 各種市民活動助成金審査会への参加協力 

 市民活動団体へ財政的支援を実施している組織への協力（審査会等への参加、アドバイス

等）を行った。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     助成組織の事務所他 

③従事者人員  2名 

④受益対象者  各種助成組織（※） 

 

※参考：参加助成プログラム等 

    ・（公財）かながわ生き活き市民基金 

    ・大和証券フェニックスジャパン・プログラム 

    ・タケダ・赤い羽根 広域避難者支援プログラム 

・中央ろうきん社会貢献基金 

    ・綾瀬市 

    ・相模原市 

    ・二宮町 

 

（２）市民活動および市民活動支援に関する調査研究・情報発信事業 

 

ア 関連情報の収集と発信事業 

 本年度は、市民活動促進に関する情報を3,368件（※1）収集し、ホームページやメールマ

ガジン等、様々な媒体を活用し、10,333件（※2）発信を行った。 
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①日時     年間随時 

②場所     情報の届く範囲 

③従事者人員  10名 

④受益対象者  市民活動に興味のある者 

 

※1 収集情報数：3,368件 

  内訳：団体PR 246件、発行物 1,152件、イベント 1,344件 

     ボランティア募集 137件、NPO支援情報（助成金等）376件、その他 113件 

※2 情報提供数：10,333 件 

   内訳：情報ラック 1,584 件、掲示板 1,166 件、ファイリング 2,657 件 

      メールマガジン 1,338 件、HP(イベント情報) 1,339 件 

      ニューズレター 242 件、情報クリップ 236 件、市民活動情報コーナー 1,632 件 

      タウンニュース掲載 25件、ボランティア情報 114 件 

 

イ 市民活動・社会貢献活動に関する調査 

市民活動団体（推進センター登録団体※実施時 485団体）の活動状況調査を行い、過去の

同回答データとの比較検証を行った。今回の調査における特徴的な傾向として、多くの団体

で「人」に関する課題が感じられており、メンバーの高齢化が進んでいること、財政規模は

微増傾向で、委託事業等の受託経験率が上昇していること、任意団体と法人では、活動内容

や求めるサポートに差があることが判明した。 

 また、「逗子文化プラザ市民交流センター」への職員出向により、藤沢で培った市民活

動支援のノウハウ移転や市民活動支援に関する研究を行った。 

 

①日時     平成 27 年 8月 10 日(月)～平成 27 年 8 月 31日(月) 

②場所     藤沢市内 

③事者人員   5名 

④受益対象者  市民活動団体および市民 

 

ウ 市民活動関連研修会への参加・出席・協力および視察受け入れ 

 市民活動支援力の向上に必要と思われる研修に年間22回参加した。また、民間中間支援

組織をはじめ、行政関係者など9団体の視察を受け入れた。 

 

①日時     年間随時 

②場所     藤沢市内 

③事者人員   5名 

④受益対象者  スタッフ、市民、中間支援組織、大学等教育機関、行政、議会他 
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（３）市民活動を支援する施設の管理運営事業 

 

ア 藤沢市市民活動推進センターの管理運営 

 藤沢市における市民活動支援施設を指定管理者として管理運営を行った。 

 主な業務内容：施設管理業務・活動団体登録業務・会議室貸出・フロア管理・作業機材管

理・ロッカー貸出・レターケース管理・活動団体データベースの作成・活動相談業務・サポ

ートクラブの管理運営・掲示版・配架ラックの整理・行政との調整及び報告 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日（開館309日） 

②場所     市民活動推進センター 

③従事者人員  25名 

④受益対象者  公益的な市民活動を行っている、又は興味のある団体および個人 

 

   藤沢市市民活動推進センター利用者数及び件数 

   年間延利用者数：37,590 人  1 日利用平均人数：121.65 人 

   年間利用件数 ：11,051 件  1 日利用平均件数：35.76件 

 

イ 湘南台市民活動プラザの管理運営 

 藤沢市市民活動推進センターの分館機能を担う施設を業務委託として施設管理運営を行

う。主な業務内容：施設管理業務・活動団体登録業務・フロア管理・作業機材管理 

 

①日時     平成 27 年 4月 1 日～平成 28年 3月 31 日（開館 209 日） 

②場所     湘南台市民活動プラザ 

③従事者人員  7名 

④受益対象者  公益的な市民活動を行っている、又は興味のある団体および個人 
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   湘南台市民活動プラザ利用者数及び件数 

 年間延利用者数：3,038 人  1 日利用平均人数：14.54 人 

 年間利用件数 ：910 件   1 日利用平均件数：4.35 件 

 

（４）市民活動の普及啓発および推進事業 

  

ア「Let's ふじさわ(IT 相談コーナー)」運営支援事業 

 藤沢市民の IT リテラシーの向上に長年寄与してきた事業の継続を支援するため、「IT 講

師懇談会」の事業展開をサポートした。本年度より高齢者層に加え、青少年層への IT リテ

ラシー向上支援を実施した。（藤沢市総務部 IT推進課業務委託事業） 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     Let’sふじさわ会場（藤沢・湘南台・辻堂ユース） 

③従事者人員  1名 

④受益対象者  一般市民 

 

イ イベント等プロデュース事業 

 市民参加を推進するために、藤沢市民まつりをはじめとする各種イベント等の企画へ参

画した。主に学生を中心とした世代を対象に、次世代の担い手になるきっかけづくりを目的

に、ボランティア等を手段とした延べ103人に地域参画の機会提供を行った。 

また、NPO 法人地域魅力とさがみ地粉の会によって開発された地産地消のご当地グルメ

「藤沢炒麺（ちゃーめん）」を同団体協力の下、3 回出店する等地域イベントに積極的に参

加した。 
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①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内および近隣 

③従事者人員  4名 

④受益対象者  まちづくりに興味関心のある一般市民 

 

参考：参画事業内訳 

イベント名 日付 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ数 

第 1回藤沢粉もんフェスティバル 2015 年 5月 9、10日 9 

第 9回ふじさわちょい呑みフェスティバル 2015 年 5月 12、13 日 4 

ONE CALIFORNIA DAY 2015 年 5月 30 日 6 

工藤江里菜コンサート 2015 年 6月 4日 5 

第 13 回辻堂ファイトまつり 2015 年 8月 22、23 日 7 

第 42 回藤沢市民まつり 2015 年 9月 26 日 16 

[藤沢炒麺]かながわ畜産フードコレクション 2015 年 10 月 18日 2 

第 10 回ちょい呑みフェスティバル 2015 年 11 月 10、11日 4 

五行歌展示＠ライフピア 2015 年 11 月 14、15日 2 

五行歌＠トレアージュガーデン 2015 年 11 月 21日 2 

[藤沢炒麺]藤沢環境フェア＠市民会館 2015 年 11 月 21日 3 

佐々木貴行 ワークショップ＠トレアージュガーデン 2015 年 11 月 29日 2 

一龍斎春水 絵本読み会＠トレアージュガーデン 2015 年 12 月 11日 2 

イータウンマルシェ＠東奥田公園 2015 年 12 月 27日 1 

佐々木貴行 ワークショップ＠トレアージュガーデン 2015 年 12 月 28日 2 

一龍斎春水 絵本読み会＠トレアージュガーデン 2016 年 1月 20 日 2 

 藤沢シティプロモーション PRブース出展＠日本橋プラザ 2016 年 1月 22 日 4 

佐々木貴行 ワークショップ＠トレアージュガーデン 2016 年 2月 13 日 2 

一龍斎春水 絵本読み会＠トレアージュガーデン 2016 年 2月 17 日 2 

[藤沢炒麺]第 6回リユースフェア＠リサイクルプラザ 2016 年 2月 27 日 3 

佐々木貴行 ワークショップ＠トレアージュガーデン 2016 年 2月 28 日 2 

イータウンマルシェ＠東奥田公園 2016 年 2月 28 日 1 

藤沢宿まつり＠御殿辺公園 2016 年 3月 6日 3 

湘南ホビーフェスティバル＠辻堂海浜公園 2016 年 3月 12、13 日 12 

一龍斎春水 絵本読み会＠トレアージュガーデン 2016 年 3月 16 日 2 

佐々木貴行 ワークショップ＠トレアージュガーデン 2016 年 3月 21 日 2 

イータウンマルシェ＠東奥田公園 2016 年 3月 27 日 1 

 



11 

 

ウ サポートクラブの運営 

幅広い市民の力を結集する仕組みとしてサポーター制度を構築し、事務局運営を行っ

た。現在、ワーク・イベント・IT・配架・プラザ・ボランティアーズ・アドバイザーの

7チームがあります。(アドバイザーチーム参加は一定の基準あり) 

※サポーター120名、アドバイザー28名(2016年3月31日現在) 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内 

③従事者人員  5名 

④受益対象者  市民活動を行っている、又は行おうとする市民 

 

ヱ 関連委員会、審議会への参加 

市民活動の理解を促進することを目的に、藤沢市をはじめ、各行政機関の設置する市民

活動関連委員会・審議会(※)に参加協力した。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     会議等開催場所 

③従事者人員  4名 

④受益対象者  一般市民 

 

※参考：関連委員会・審議会等 

 全国 

  民間 NPO 支援センター・将来を展望する会 

  ICT 支援者ネットワークミーティング 

 神奈川県 

  神奈川県支援施設 CEO ミーティング 

  神奈川県内認定・指定ゆるやかなネットワーク 

 藤沢市 

  藤沢市市民活動推進委員会、藤沢市シティプロモーション委員会 

  藤沢市情報公開制度運営審議会、藤沢市生涯学習大学評議会 

  未来につなぐ東京オリンピック・パラリンピック藤沢市支援委員会 

  公益財団法人藤沢市まちづくり協会評議委員会 

  社会福祉法人藤沢市社会福祉協議会、藤沢市ワークライフバランス会議 

  湘南東部地区福祉有償運送市町共同運営協議会 

  藤沢市社会教育委員会、藤沢市公民館検討委員会 
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（５）市民参加によるまちづくり推進事業 

 

ア「藤沢市市民電子会議室(こみゅっとフジサワ)」管理運営事業 

 平成 26 年度にリニューアルを行ったウェブサイトを、初めて通年で運用した。年度末に

はリニューアルについての利用者評価を知るため、満足度調査を実施した。またオフライン

イベントとして「ミートアップ藤沢」を市内で 3回実施した。 

（藤沢市市民自治部市民自治推進課との協働運営事業） 

 

①日時     平成 27 年 4月 1 日～平成 28年 3月 31 日 

②場所     藤沢市内事務所 

③従事者人員  5名 

④受益対象者  一般市民（参考：昨年度登録者数 2,116人） 

 

イ 藤沢市内イベント参加支援事業 

 他セクターとの協働を促進し、市民活動の普及を図ることを目的に、藤沢市民まつり

を中心とした市内でのイベント等への参加支援を行った。機会提供などを含め、市民活動

団体延べ35団体の参加を支援した。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内および近隣 

③従事者人員  2名 

④受益対象者  市民活動団体およびその関係者 

 

ウ ボランティアやインターンの積極的な受入および受入協力団体の育成事業 

 市民の市民活動参加意識の促進を目的として、①（公財）トヨタ財団「地域でつながるワ

カモノ×NPO インターンシッププログラム」、②藤沢市市民活動推進センターでのインター

ン受入事業を実施した。 

 

①日時     年間 

②場所     藤沢市内会議室、各市民活動団体の活動場所等 

③従事者人員  6名 

④受益対象者  市民活動団体関係者・興味のある市民 

 

参考 

①（公財）トヨタ財団助成プログラム（2015 年度イニシアティブプログラム）にて「地域で

つながるワカモノ×NPO インターンシッププログラム」の事務局運営を行った。（受入団体：
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16 団体 参加ワカモノ：20 名） 

 高校生・大学生・専門学生・大学院生からインターンを募集し、約 6か月間継続的に責任

を持って NPO の活動に参加するインターンに対し、200 時間を上限に活動奨励金を助成す

る。また、受入 NPOに対してインターンと同額の受入奨励金を助成。この経験を通じて、将

来地域で行う公益的市民活動を担う人材が育成されること、そして地域の NPO における組

織基盤の強化が進むことを期待して実施した。 

 

②藤沢市市民活動推進センターでのインターン受入事業 

 受入人数 9 名 

 内  訳 ウイングル横浜戸塚センター(運営：(株)LITALICO) 3 名 

    よこはま若者サポートステーション(運営：(N)ユースポート横濱) 1名 

    立教大学 1名、文教大学 2名、昭和音楽大学 1名、藤沢総合高等学校 1名 

 

エ 社会貢献活動の推進および支援事業 

 社会の利益に資する活動をするものに対して研修事業等の支援を目的に、①藤沢市まち

づくりパートナーシップ事業提案制度「高校生のシチズンシップ教育の普及事業」、②藤沢

市生涯学習大学「地域デビューコース・ゼミナールコース」、③「湘南台地区地域サポータ

ー養成講座『ゆめまる地域塾』」を実施した。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内および近隣、宮城県南三陸町と石巻市等 

③従事者人員  5名 

④受益対象者  社会貢献活動を行うもの，又は行おうとするもの 

 

参考 

①藤沢市まちづくりパートナーシップ事業提案制度「高校生のシチズンシップ教育の普及

事業」（藤沢市子ども青少年部青少年課との協働事業） 

 藤沢の高校生 20 名が、東日本大震災の被災地である宮城県南三陸町と石巻市を訪問しま

した。被災地の見学やボランティア活動、同世代の高校生との交流を通し、「高校生だから

できること」を考えました。その後も、ボランティア活動や行政への提言等、参加高校生か

ら生まれた主体的な活動をサポートしている。 

 

②生涯学習大学「地域デビューコース・ゼミナールコース・チョット知りたい地域活動のコ

ト」企画運営業務（藤沢市生涯学習部生涯学習総務課との連携事業） 

・地域デビューコース 

 人生経験豊富なシニア・団塊世代や主婦層など、今まで地域で活動する機会の無かった人
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が、趣味や技術、興味などを活かし、ボランティアの知識を学ぶことで、地域活動を新たに

始める動機付けを行う。 

・ゼミナールコース 

 興味・関心に応じたグループづくりを支援し、地域コミュニティのコーディネートや生涯

学習大学の企画・運営等を担う力量を、講義、発表、グループワーク等を通して形成する。 

・チョット知りたい地域活動のコト 

 人生経験豊富なシニア・団塊世代や主婦層など、今まで地域で活動する機会の無かった

人が、趣味や技術、興味などを活かし、ボランティアの知識を学ぶことで、地域活動を新

たに始める動機付けを行う。 

 

③「湘南台地区地域サポーター養成講座ゆめまる地域塾」（湘南台公民館との業務委託事業） 

 4回講座として実施、ボランティア体験として講座参加者に各3日間参加した。 

 

オ 多様なセクターの協働によるまちづくり推進事業 

 個人・非営利組織・営利組織問わず、社会の利益に資する活動をするものの仲介を実施す

ることで協働を推進し、まちづくりの推進に寄与した。 

 仲介者として「協働コーディネーター」を設置し、NPO 活動相談及び多様な主体との協働

を推進するための相談対応（70 件）及び「藤沢市まちづくりパートナーシップ事業提案制

度」に関連したアドバイスやオブザーバー参加（11回）に参加した。 

 また、企業との連携を仲介実績として、「株式会社有隣堂」トレアージュ白旗店（藤沢本

町）と市民活動団体との仲介を行ったほか、「株式会社伊藤園とのチャリティベンダー(社会

貢献型自動販売機)」設置サポートも継続して実施している。 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内および近隣 

③従事者人員  1名 

④受益対象者  社会貢献活動を行うもの，又は行おうとするもの 

 

カ 地域グループ支援事業 

 みんなのたまり場“さんぽ庵（※1）”および“ゆくり庵（※2）”を運営し、地域の活性

化といきいき暮らす街づくりに貢献する。（藤沢市高齢者生きがい対応型デイサービス事業） 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     藤沢市内 

③従事者人員  10名 

④受益対象者  市民活動を行っている者・興味のある者および一般市民 
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※1：さんぽ庵（藤沢市高倉 870 番地） 

長後商店会と協力し、地域の高齢者の憩いの場として運営。様々な過ごし方を楽しめ

るよう多くのプログラム・講座を企画。また、どなたでも自由に使えるフリースペース

も用意している。登録者数：561 人 利用述人数：2,932 人 営業日：229 日 

 

※2：ゆくり庵（藤沢市藤沢 577 番地 寿ビル 201 号室） 

高齢者の引きこもり防止目的を第一に考え開催している。文化的創造プログラムとし

て習字や水墨画・編み物、吊るし雛など。声を出すプログラムとしてみんなで歌おう・

昭和のメロディー。体を動かすプログラムとしてヨガや太極拳。認知症予防の体操など

を行っている。その他、健康マージャンなどで仲間づくりをしている。 

登録者数：257 人 利用述人数：3,790人 営業日：150 日 

 

キ 浪江町復興支援員拠点運営事業 

福島県浪江町から派遣された 4名の復興支援員の活動支援として、活動拠点の提供、戸別

訪問の支援、広報誌の発行支援、交流会の開催支援等、活動サポートおよびマネージメント

を行った。長期的な避難生活の中で移り変わる避難者ニーズとその対応策を把握し、藤沢・

湘南が被災等により長期避難する場合の対応とその事前準備について、知見が得られた。 

 支援員戸別訪問件数：122 世帯、担当者の交流会参加：10回、担当者の研修会参加：9 回 

 

①日時     平成27年4月1日～平成28年3月31日 

②場所     団体事務所他 

③従事者人員  2名 

④受益対象者  広域避難者および興味ある市民 

 

３ その他 

 

ア 会議の開催（総会・理事会・役員会等） 

 

理 事 会：2015 年 5月 23 日（土） 

通常総会：2015 年 6月 6 日（土） 

理 事 会：2015 年 7 月 25 日（土）定款変更、2015 及び 2016 年度計画・予算に関する件 

臨時総会：2015 年 7月 26 日（日）同上 

役 員 会：2015 年 10 月 23 日（金）さいたま市市民活動サポートセンター意見表明の件 

役 員 会：2016 年 2月 17 日（水）NPO法制 提言の件 

員 会：2016 年 3月 27 日（日）安理事長 退任に関する件 


